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#13-37
【９月７日～９月１３日】

〔モルドバの報道をもとに作成〕

平成２５年９月１７日

在ウクライナ大使館

１．内政

・１０日、レアンカ首相及びコルマン議会議長は、内閣・議会

合同会議に出席し、２０１４年予算及び欧州統合関連法案等

の議会秋冬会期の優先課題に関し協議。コルマン議長は、

３５の優先法案のうち１３が欧州統合関連である旨発言。

２．外政

▼レアンカ首相のポーランド訪問

・９日、レアンカ首相は、ポーランドを訪問し、コモロフスキ大

統領と会談。同大統領は、ポーランドは今後もモルドバの欧

州統合路線を支持する旨表明。

・９日、レアンカ首相は、トゥスク首相との会談において両国協

力関係及びモルドバの欧州統合路線に関し協議し、ポーラン

ドの支持に対し謝意を表明。両首相は、社会保障及び通信に

関する両国間協定の署名式に臨席。

・９日、レアンカ首相は、ボルセヴィチ上院議長及びコパチ下

院議長と会談し、両国議会間委員会の活動状況等に関し協

議。

▼パエト・エストニア外相のモルドバ訪問

・１１日、レアンカ首相は、来訪したパエト・エストニア外相と会

談し、両国協力関係及びモルドバの欧州統合路線等に関し

協議。レアンカ首相は、モルドバは欧州基準に近づく過程に

おけるエストニアの経験に関心がある旨発言し、パエト外相

は、エストニアはモルドバの欧州志向を支持しており、欧州統

合に向けたモルドバに対する支援を継続する用意がある旨

発言。

・１１日、ゲルマン副首相兼外務・欧州統合相は、パエト外相と

会談し、イルヴェス・エストニア大統領のモルドバ訪問の準備

状況、両国経済協力、東方パートナーシップ首脳会合のプロ

グラム、ＥＵ・モルドバ連合協定仮署名及び近い将来の署名

の見通し等に関し協議。パエト外相は、同協定が署名される

よう全力を挙げるとし、９０年代初頭のエネルギー及び経済問

題を克服したエストニアの例を挙げ、モルドバに対し現在の

困難な状況に耐えるよう呼びかけ。

▼ゲルマン副首相兼外務・欧州統合相のアルメニア訪

問

・１３日、ゲルマン副首相兼外務・欧州統合相は、アルメニア

で開催された東方パートナーシップ諸国外相非公式会合に

出席し、ビリニュスにおけるサミットの準備及び各国のＥＵに

対する義務の履行状況等に関し協議。同会合に出席したフィ

ーレ拡大・近隣政策担当欧州委員は、モルドバとの連合協定

仮署名及び署名は共通の目的の一つであり、同委員の個人

的な義務である旨発言。

・１３日、ゲルマン大臣は、ナルバンジャン・アルメニア外相及

びペトリアシヴィリ・グルジア欧州・欧州大西洋統合担当相と

個別に会談を実施。

▼対ロシア関係

・１０日、オニシチェンコ露連邦消費者権利保護･福祉分野監

督庁長官は、同庁が品質に問題があるとしてモルドバ産ワイ

ンのロシアへの輸入を一時停止した旨発言。１１日、レアンカ

首相は、農業・食品産業、経済及び外務・欧州統合各省幹部

との本問題に関する会合を開催し、ロシアの決定には根拠が

ないとして遺憾である旨表明。会合参加者は、対策を協議し、

ロシア政府に対し二国間協議の開始を要請する旨決定。同

日、ティモフティ大統領は、ロシアの決定は非友好的行為で

ある旨発言。

・１１日、ティモフティ大統領は、バセスク・ルーマニア大統領

と電話会談を実施。バセスク大統領は、ルーマニアはモルド

バ産ワイン及び農産物の輸入量を大幅に増加させる用意が

ある旨発言。

・１１日、憲法裁判所は、国家の経済・財政への否定的影響

を避ける目的でキシナウ国際空港の運営権の露アヴィア・イ

ンヴェスト社への譲渡に関する９月４日付閣議決定の施行を

最終判決が確定するまで一時停止する旨決定。

▼その他

・７日、キリル・ロシア正教会総主教は、モルドバを訪問し、

ティモフティ大統領及びフィラト前首相と会談。８日、同総主

教は、キシナウのキリスト生誕教会における礼拝に出席し、

レアンカ首相、ゲルマン副首相兼外務・欧州統合相、コルマ

ン議会議長及びヴォローニン共産党党首と会談。同総主教

は、次回のモルドバ訪問の際にはガガウズ自治区を訪問す

る意向である旨発言。

３．沿ドニエストル

・８日、キリル・ロシア正教会総主教は、沿ドニエストルを初

訪問し、ティラスポリ市内の教会における礼拝に出席。同日、

同総主教は、シェフチューク「大統領」と会談し、９日、沿ドニ

エストル地域の教会及びお修道院を訪問。

・１１日、バエフＫＶＩＮＴ（沿ドニエストルの大手酒造会社）社

長は、ロシアによるモルドバ産ワインの輸入禁止決定により、

同社もロシア市場への同社の製品の輸出を停止した旨発言。

１２日、オニシチェンコ露主任衛生医師（連邦消費者権利保

護･福祉分野監督庁長官）は、ロシアによる同決定は沿ドニ

エストル産品には適用されない旨発言。

・１２日、カルポフ国家再統合問題担当副首相とシュタンスキ

「外相」は、ティラスポリのＯＳＣＥ事務所において会談し、レ

アンカ首相・シェフチューク「大統領」会談の開催問題及び

次回「５＋２」者公式会合に向けた準備状況等に関し協議。
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※本週報ではモルドバの首都名「キシニョフ」（ロシア語読み）を暫定的に「キシナウ」（モルドバ語読み）と表記しています。

（了）


